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 2008 年 5月 12 日，四川省でマグニチュード 8に近い巨大
地震が発生した．今回の震源域と考えられる四川盆地の北西

縁は活断層の存在が指摘されている． ここでは，世界中に

設置されている広帯域地震計で収録された記録のうち，P 波

部分を使って解析した結果を紹介する． 

 第１図に示す 20 点の観測点の広帯域地震計の上下動成分

を用いた． P 波初動から 150 秒間を解析対象とした．余震分

布を考慮し，長さ 200 km，幅 50 km の断層を仮定した．断層

の走向や傾斜角は Global CMT 解の節面の 1 つ (走向：229

度，傾斜角：33 度)を仮定した．すべり角，破壊伝播速度は，

ここでは，120 度，1.6 km/s を採用した． 

 得られたすべり量分布を第２図に示す．破壊開始点を含む

すべり量が大きな領域と，最大の破壊領域との間には，

すべり量が小さいところがあり，断層が 2 つにわかれて

いる可能性がある．平均すべり量は 2.9m，地震モーメン

トは 9.6 x 10^20 Nm，モーメントマグニチュードは 7.9

である． 波形は概ねよく合っていると言えるが，震源か

ら見て北東方向の観測点で波形の合いが他の方向と比べ

てやや悪い（第３図）．  

 第４図に断層のすべり分布を Deng et al. (2007)によ

る活構造図上に載せた結果を示す．すべり量が平均値の

2 倍近い 5 m の大きなすべりが生じているところは，破

壊開始点から北東へ 100 km 程度のところまでであり，こ

れは地表において活断層と認定されている領域と一致す

る．   
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第１図  観測点の分布. 

Fig.1 Station locations used for an 

analysis.  

第４図  断層モデルと活構造の比較 

Fig. 4  Comparison between the fault model and a 

tectonic map by Deng et al. (2007).  

第２図 すべり量分布 

Fig. 2 Slip distribution on the fault 

 

第３図  観測波形と理論波形の比較 

Fig. 3 Comparison between observed and 

synthetic seismograms 
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